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『ならぬことは、ならぬもの』です！ 

校 長  汐滿
しおみつ

 禎
よし

久
ひさ

  

 本年度がスタートして、早くも２ヶ月が経過しました。生徒たちは、新しい学年や学級での生活に

も慣れ、学習や部活動、委員会活動、行事に取り組み、５月２１日（水）に実施した体育祭では、ク

ラス一丸となり清々しい汗を流すことができました。保護者の皆様の声援は、生徒にとって大きな力

となったと思います。ありがとうございました。 

 さて、６月は「いじめ撲滅強化月間」です。４月の緊張感も薄れ、ストレスを抱え込んだり、人間

関係による気疲れや悩みも出始めたりすることの多い時期であり、いじめが増える傾向にあると言わ

れています。このことを受け、さいたま市教育委員会では、６月を「いじめ撲滅強化月間」として、

全市を挙げて、学校・家庭・地域が一体となった、いじめ撲滅を呼びかけています。 

私は、生徒たちの心のどこかに、常にしっかりと留めておいてほしいことがあります。それは「自

分の行いが知らず知らずのうちに、他者を傷つけ、精神的に追い込んでしまっていないか」というこ

とです。それに気づかないままでいたら、大変なことになります。友達に対し、それと同じようなこ

とを行い、やられた友達が心身の苦痛を感じれば、それは「いじめ」です。行った自分が「そんな気

は無かった」と言っても「いじめ」です。「迷惑行為」も含めて、どのような理由があっても許されま

せん。「ならぬことは、ならぬもの」なのです。 

また、近年、LINEやインスタグラム、X（エックス）など SNS上での書き込みや写真の無断掲載

など、手段も多様化してきており、学校だけでは、対応することが非常に困難な状況になってきてい

ます。子どもたちが、SNSを利用する機会は、近年急激に増加してきており、子どもたちの生活スタ

イルや人間関係づくりの面で多大な影響を与えています。子どもたちにとって、身近な大人である学

校と家庭がしっかりと連携・協力し、子どもたちの SNSの利用の実態を十分に把握し、正しい活用に

繋げていくことが重要な役割となっているということを自覚しなくてはならないと感じています。 

本年度も、生徒が安心して学校生活を営めるよう、「いじめ防止対

策推進法」などの国法だけでなく、年度当初に「指扇中学校いじめ防

止基本方針」を策定するとともに、生徒会を中心に、本校独自の「指

扇中憲章」を生徒たちが理解し、当たり前のように実践できることを

目指していきます。また、教職員と生徒会本部役員が中心となって、

いじめ撲滅に向けた様々な取組を行います。具体的には、いじめ撲滅

啓発ポスターの作成をはじめ、生徒会集会、「ありがとうの木」の実

施などです。強化月間に限らず、教職員・保護者・地域・生徒が「い

じめは許されない行為である」という共通認識のもと、「いじめをし

ない・させない・見逃さない」雰囲気づくりによる未然防止に努める

とともに、日常的な観察を通し、普段と違う様子や生徒が発する小さ

なサインを見逃さず、迅速な対応を行ってまいります。 

令和７年６月２日（月） 第３号 ～自信と誇りに満ちた指中生～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


